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第４００回 

株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年７月２４日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ７人  出席委員 ６人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    中島 達雄 委員 

本宮 宏美 委員    迫   一成 委員 

  会社側出席者 

代表取締役社長              正力 源一郎 

取締役コンテンツ本部長兼報道制作局長   寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  小林  健 

報道制作部長制作担当           道場 拓哉 

番組プロデューサー            須山 司 

事務局            鈴木 英門  坂上 寿史 
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

２） 「セッキン 新潟 Days」 

   (２０２３年６月２５日（日）１６：５５-１７：２５） 

 

３） 会社報告 

① ６月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

４）その他 

 

５ 審議の概要 

会社側からは「“セッキン 新潟 Days”は、人にスポットをあてるドキュ

メンタリー番組で、今回は県外の旅行会社で働いていた女性が、柏崎・

高柳じょんのび村の赤字から黒字への転換を目指すミッションに密着。 

番組では、メジャーな人の取り組みというよりも、決して派手ではない

が、素晴らしい取り組みをしている人たちにスポットを当てて制作して

いる」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●取材対象の伊藤さんが常に笑顔で前向きで、見ていると元気をもらう

ことができる番組だった。 

●登場した新潟県民の皆さんの魅力が自然に醸し出されていた。番組と

して、作り込みすぎていない点が好印象。 

●今回取材した“柏崎・高柳じょんのび村”の「じょんのび」という言

葉について、一言説明があってもよかったのでは。 

●ローカル局ならではの、とても共感できる番組。これからも放送を続

けて行ってほしい。じょんのび村のこれからも見てみたいと感じた。 

●番組ではあまり見えなかった、伊藤さんが抱えていたかもしれない苦

悩などもあれば知りたかった。 

●トラベルバイトについて初めて知ることができた。素晴らしい取り組

みを知ることができてよかった。 

●トラベルバイトの人物とエピソードが魅力的だっただけに、その先を

もう少し知りたかった。 

●人物紹介のテロップには、必ずといっていいほど年齢が表記されてい

るが、絶対に必要なものなのかどうか、疑問に感じた。 

●地域が輝くには、やっぱり人が輝く事が必要なのだと、この番組を見

ることで、改めて感じることができた。 

●好事例が目立ったが、ここに至るまでの想像もしなかったコロナ禍に

おける影響や苦しみを、もう少し伝えてもよかったのではと感じた。 
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６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

６月……２１３件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年６月２６日) から、  

昨日(２０２３年７月２３日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９９回審議会では、「ドキュメント新潟 “震える手

～少年の転落 被害女性の孤独～”」を審議いただき、委員の意

見は議事概要にて記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第４００回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 
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９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９９回番組審議会議事録 

・６月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２５３） 

・民間放送新聞（２２１７号） 

以上 


